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本PDFレポートの取り扱いについて

本資料に掲載されている内容の著作権は、当方に帰属します。
本資料に書かれた情報は、作成時点（2022年10月）での公表資料に著者
の見解等を加味して作成しております。

最新情報は不定期に変わります。適宜、事業再構築補助金事務局ＨＰ等
でご確認ください。(https://jigyou-saikouchiku.go.jp/)

そのため、著者は事前許可を得ずに誤りの訂正、情報の最新化、見解の
変更等を行う権利を有します。

本資料の作成には万全を期しておりますが、万が一誤り、不正確な情報
等がありましても、著者やパートナー等の業務提携者は、一切の責任を
負わないことをご了承ください。

本資料を利用することにより生じたいかなる結果につきましても、著者
やパートナー等の業務提携者は、一切の責任を負わないことをご了承く
ださい。

https://jigyou-saikouchiku.go.jp/


『事業再構築補助金』について、
こんなお悩みありませんか？
1. そもそも当社が申請できるのか分からない
2. 申請書類の作成方法が分からない
3. 申請方法が分からない
4. 事業計画書に何をどう織り込んでいいのか分
からない

5. 誰に頼めばいいのか、いくら費用がかかるの
か分からない
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この悩みをそのまま放置したら、
どうなりますか？
 事業再構築補助金の獲得チャンスが遠のく
 事業再構築補助金を活用しての新規事業立ち上げ

チャンスが遠のく
 何が起こるか予測不能な今、より強い会社に変化で

きる選択肢の一つを手放す
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でも大丈夫です！
このPDFレポートを読むことで『事業計画書を作成する
秘訣』が分かります。



著者プロフィール
村上徹
村上公認会計士事務所代表/認定経営革新等支援機関
静岡県生まれ、横浜国立大学卒業
（補助金獲得フルサポート）

×（財務力強化コンサルティング）
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公認会計士の資格取得後、大手監査法人でグローバルカンパニー
数社の監査を担当。

その後、IPO（株式上場）支援専門の中堅監査法人に移り、数十社
のIPO支援を担当する。

独立後、コンサルティング依頼を受けたIPO支援業務では、全50
店舗の事業計画を一人で作り上げ、上場審査を無事通過する（現
在は東証一部上場企業）。

現在は、（補助金獲得フルサポート）×（財務力強化コンサル
ティング）という親和性が非常に高いサービスを提供することで、
クライアントが真に強い会社になるように全力を注いでいる。



【第一部】
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【第一部】

①事業再構築補助金の目的
②補助金額、補助率、申請要件などのルール
③プロだけが知っている「採択されやすい事業計画書の
ポイント」とは？

④申請してから入金されるまでの流れは？
⑤事業再構築補助金の入金時期は必ず押さえる！
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事業再構築補助金の目的
補助金とは、
「国や地方公共団体の政策目標にそった事業などを行う場合、国や
地方公共団体などから支給される、返済する必要のない資金」

事業再構築補助金の目的とは、
「新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、当面の需要や売上
の回復が期待し難い中、ウィズコロナ・ポストコロナの時代の経済
社会の変化に対応するために新分野展開、業態転換、事業・業種転
換、事業再編又はこれらの取組を通じた規模の拡大等、思い切った
事業再構築に意欲を有する中小企業等の挑戦を支援することで、日
本経済の構造転換を促すこと」
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日本経済を支える中小企業が復活
しないことには日本はマズい

中小企業のV字回復を国として「資金
面」でバックアップ



【補足】中小企業・中堅企業とは
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リーフレット（2022/10/15時点）
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2021年度の公募実態（全５回）
• 第１回 公募期間：2021/3/26～4/30 採択発表：2021/6/21
• 第２回 公募期間：2021/5/20～7/2 採択発表：2021/9/2
• 第３回 公募期間：2021/7/30～9/21 採択発表：2021/11/30
• 第４回 公募期間：2021/10/28～12/21 採択発表：2022/3/3
• 第５回 公募期間：2022/1/20～3/24 採択発表：2022/6/9

2022年度の公募予定（全３回）
• 第６回 公募期間：2022/3/28～6/30 採択発表：2022/9/15
• 第７回 公募期間：2022/7/1～9/30 採択発表：2022/12/上旬(予想)
• 第８回 公募期間：2022/10/3～2023/1/13 採択発表：2023/3/下旬(予想)
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公募採択のスケジュール



【第一部】

①事業再構築補助金の目的
②補助金額、補助率、申請要件などのルール
③プロだけが知っている「採択されやすい事業計画書の
ポイント」とは？

④申請してから入金されるまでの流れは？
⑤事業再構築補助金の入金時期は必ず押さえる！
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概要

申請類型 第６回公募 第７回公募～

通常枠 〇 〇

大規模賃金引上げ枠 〇 〇

回復・再生応援枠 〇 〇

最低賃金枠 〇 〇

グリーン成長枠 〇 〇

緊急対策枠 ― 〇



補助金額と補助率（通常枠）
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補助金額と補助率（大規模賃金引上枠）
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補助金額と補助率（回復・再生応援枠）
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補助金額と補助率（最低賃金枠）
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補助金額と補助率（グリーン成長枠）
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二度目の需給も可能（グリーン成長枠）
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補助金額と補助率（緊急対策枠）
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補助金額と補助率（緊急対策枠）
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申請類型別の採択状況（第6回公募）
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採択率（％） 45 56 67 86 40 50



補助対象経費とは
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補助金支払までのプロセス
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【補足】事前着手制度
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事業再構築指針の定義
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事業再構築の類型と要件
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【補足】日本標準産業分類
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業種転換 事業転換



【第一部】

①事業再構築補助金の目的
②補助金額、補助率、申請要件などのルール
③プロだけが知っている「採択されやすい事業計画書の
ポイント」とは？

④申請してから入金されるまでの流れは？
⑤事業再構築補助金の入金時期は必ず押さえる！
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申請のための提出書類一覧
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1. 事業計画書
2. 認定経営革新等支援機関・金融機関による確認書
3. コロナ以前に比べて売上高が減少したことを示す書類
4. （コロナ以前に比べて付加価値額が減少したことを示す書類）
5. 決算書（直近２年間の貸借対照表、損益計算書（特定非営利活動法
人は活動計算書）、製造原価報告書、販売管理費明細、個別注記
表）

6. ミラサポplus「電子申請サポート」の事業財務情報
7. 従業員数を示す書類
8. 建物の新築が必要であることを説明する書類（建物の新築に係る費
用を補助対象経費として計上している場合）



事業計画の策定
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ストーリー性が必須～『神話の法則』
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ストーリー性が必須～『神話の法則』
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過去 現在 未来



事業計画のあらすじ
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記載項目 内容

1.事業内容  誰に対し、何を、どのように売っているのか？
 コロナでどのような影響を受けたか？

2.SWOT分析  強み・弱み、機会・脅威（特に『機会』が再構築事業に繋が
る文脈で）

3.再構築の必要性
（コロナの影響）

 コロナの影響を克服しようと取り組んだことは何か？
 なぜ既存事業だけを続けていてはダメだと判断したのか？
 なぜ事業再構築が必要だと判断したのか？

4.再構築の必要性
（今後の事業展
開）

 なぜその事業に着目したのか？
 どのような市場ニーズが存在しているのか？
 ビジネスとして成り立つと考えた理由は？
 売上獲得、事業継続性を訴求できる根拠は？

5.再構築の具体的内
容

 再構築に向けて何をするか？
 設備投資の具体的内容と必要な理由は？製造工程のどこで、

どのように使われるのか？
 製品提供のスキームは？
 社内体制と社外体制はどうなっているか？
 実施スケジュール、資金計画はどうか？

①越境
(過去)

②危機
(現在)

③成長
(未来)



事業計画のあらすじ
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記載項目 内容

6.競合との差別化  同業とはこの事業でどう差別化する？
 異業種参入の場合、参入先の競合とどう差別化する？
 製品や技術にどういった・どれくらいの優位性がある？

7.将来の展望  誰に対して売り込むのか？（ターゲットは絞って書く）
 市場規模
 事業化見込（いつから売上が上がるのか？）
 製品の価格設定（いくらの物？何種類？どれくらい売る？）
 解決するべき課題や、発生が予想されるリスクとその解決方

法
8.収益計画  付加価値は会社全体で年率何％くらい上げる？

 新商品の売上推移の見込み（付加価値額見ながら決定）
 付加価値額の要件を満たせているか？(年率平均３％アップ)

数値、図表、写真等を駆使して、できる限り具体的に表
現する。
（審査員は御社のビジネスにまったく興味も知識も持っ
ていない！という前提で）

④勝利
(未来)

③成長
(未来)



ストーリー性が必須～『神話の法則』
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事業計画の記載事例～『1.事業内容』
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記載項目 内容

1.事業内容  誰に対し、何を、どのように売っているのか？
 コロナでどのような影響を受けたか？

①越境
(過去)



事業計画の記載事例～『1.事業内容』
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記載項目 内容

1.事業内容  誰に対し、何を、どのように売っているのか？
 コロナでどのような影響を受けたか？

①越境
(過去)



事業計画の記載事例～『2.SWOT分析』
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記載項目 内容

2.SWOT分析  強み・弱み、機会・脅威（特に『機会』が再構築事業に繋が
る文脈で）

①越境
(過去)



ストーリー性が必須～『神話の法則』
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事業計画の記載事例～『3.再構築の必要性』
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記載項目 内容

3.再構築の必要性
（コロナの影響）

 コロナの影響を克服しようと取り組んだことは何か？
 なぜ既存事業だけを続けていてはダメだと判断したのか？
 なぜ事業再構築が必要だと判断したのか？

②危機
(現在)



ストーリー性が必須～『神話の法則』
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事業計画の記載事例～『4.再構築の必要性』
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記載項目 内容

4.再構築の必要性
（今後の事業展
開）

 なぜその事業に着目したのか？
 どのような市場ニーズが存在しているのか？
 ビジネスとして成り立つと考えた理由は？
 売上獲得、事業継続性を訴求できる根拠は？

③成長
(未来)



事業計画の記載事例～『5.再構築の具体的内容』
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③成長
(未来)

記載項目 内容

5.再構築の具体的内
容

 再構築に向けて何をするか？
 設備投資の具体的内容と必要な理由は？製造工程のどこで、

どのように使われるのか？
 製品提供のスキームは？
 社内体制と社外体制はどうなっているか？
 実施スケジュール、資金計画はどうか？



事業計画の記載事例～『5.再構築の具体的内容』
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③成長
(未来)

記載項目 内容

5.再構築の具体的内
容

 再構築に向けて何をするか？
 設備投資の具体的内容と必要な理由は？製造工程のどこで、

どのように使われるのか？
 製品提供のスキームは？
 社内体制と社外体制はどうなっているか？
 実施スケジュール、資金計画はどうか？



事業計画の記載事例～『5.再構築の具体的内容』
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③成長
(未来)

記載項目 内容

5.再構築の具体的内
容

 再構築に向けて何をするか？
 設備投資の具体的内容と必要な理由は？製造工程のどこで、

どのように使われるのか？
 製品提供のスキームは？
 社内体制と社外体制はどうなっているか？
 実施スケジュール、資金計画はどうか？



事業計画の記載事例～『5.再構築の具体的内容』
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③成長
(未来)

記載項目 内容

5.再構築の具体的内
容

 再構築に向けて何をするか？
 設備投資の具体的内容と必要な理由は？製造工程のどこで、

どのように使われるのか？
 製品提供のスキームは？
 社内体制と社外体制はどうなっているか？
 実施スケジュール、資金計画はどうか？



事業計画の記載事例～『5.再構築の具体的内容』

© murakami-cpa office 48

③成長
(未来)

記載項目 内容

5.再構築の具体的内
容

 再構築に向けて何をするか？
 設備投資の具体的内容と必要な理由は？製造工程のどこで、

どのように使われるのか？
 製品提供のスキームは？
 社内体制と社外体制はどうなっているか？
 実施スケジュール、資金計画はどうか？



事業計画の記載事例～『5.再構築の具体的内容』
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③成長
(未来)

記載項目 内容

5.再構築の具体的内
容

 再構築に向けて何をするか？
 設備投資の具体的内容と必要な理由は？製造工程のどこで、

どのように使われるのか？
 製品提供のスキームは？
 社内体制と社外体制はどうなっているか？
 実施スケジュール、資金計画はどうか？



事業計画の記載事例～『5.再構築の具体的内容』
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③成長
(未来)

記載項目 内容

5.再構築の具体的内
容

 再構築に向けて何をするか？
 設備投資の具体的内容と必要な理由は？製造工程のどこで、

どのように使われるのか？
 製品提供のスキームは？
 社内体制と社外体制はどうなっているか？
 実施スケジュール、資金計画はどうか？



事業計画の記載事例～『6.競合との差別化』
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記載項目 内容

6.競合との差別化  同業とはこの事業でどう差別化する？
 異業種参入の場合、参入先の競合とどう差別化する？
 製品や技術にどういった・どれくらいの優位性がある？

③成長
(未来)



事業計画の記載事例～『6.競合との差別化』
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記載項目 内容

6.競合との差別化  同業とはこの事業でどう差別化する？
 異業種参入の場合、参入先の競合とどう差別化する？
 製品や技術にどういった・どれくらいの優位性がある？

③成長
(未来)



ストーリー性が必須～『神話の法則』
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事業計画の記載事例～『7.将来の展望』
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記載項目 内容

7.将来の展望  誰に対して売り込むのか？（ターゲットは絞って書く）
 市場規模
 事業化見込（いつから売上が上がるのか？）
 製品の価格設定（いくらの物？何種類？どれくらい売る？）
 解決するべき課題や、発生が予想されるリスクとその解決方

法

④勝利
(未来)



事業計画の記載事例～『7.将来の展望』
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記載項目 内容

7.将来の展望  誰に対して売り込むのか？（ターゲットは絞って書く）
 市場規模
 事業化見込（いつから売上が上がるのか？）
 製品の価格設定（いくらの物？何種類？どれくらい売る？）
 解決するべき課題や、発生が予想されるリスクとその解決方

法

④勝利
(未来)



事業計画の記載事例～『8.収益計画』
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記載項目 内容

8.収益計画  付加価値は会社全体で年率何％くらい上げる？
 新商品の売上推移の見込み（付加価値額見ながら決定）
 付加価値額の要件を満たせているか？(年率平均３％アップ)

④勝利
(未来)



事業計画の記載事例～『8.収益計画』
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記載項目 内容

8.収益計画  付加価値は会社全体で年率何％くらい上げる？
 新商品の売上推移の見込み（付加価値額見ながら決定）
 付加価値額の要件を満たせているか？(年率平均３％アップ)

④勝利
(未来)



事業計画の記載事例～『8.収益計画』
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記載項目 内容

8.収益計画  付加価値は会社全体で年率何％くらい上げる？
 新商品の売上推移の見込み（付加価値額見ながら決定）
 付加価値額の要件を満たせているか？(年率平均３％アップ)

④勝利
(未来)



【補足】審査項目『事業化点』～公募要領(第8回)
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【補足】審査項目『再構築点』～公募要領(第8回)
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【補足】審査項目『政策点』～公募要領(第8回)
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【補足】審査項目『グリーン成長点』～公募要領(第8回)
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【第一部】

①事業再構築補助金の目的
②補助金額、補助率、申請要件などのルール
③プロだけが知っている「採択されやすい事業計画書の
ポイント」とは？

④申請してから入金されるまでの流れは？
⑤事業再構築補助金の入金時期は必ず押さえる！
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申請してから入金されるまでの流れは？
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【第８回公募の場合】
日付 テーマ
2022/11/1（予） 事業計画書の準備スタート

ＧビズＩＤプライムアカウントの取得
ミラサポplusの会員登録
金融機関への協力要請（つなぎ融資、確認書発行etc.）

2022/12/15（予） 事業計画書の完成（９割レベル）
事業計画書の完成（10割レベル）
添付書類の準備
公募申請（目標：申請期限の１週間前）

2023/1/13（確） 公募申請（期限）
2023/3/下旬（予） 採択発表（事務局側）

2023/4/下旬（予） 交付申請



申請してから入金されるまでの流れは？
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【第８回公募の場合】
日付 テーマ

2023/5/下旬（予） 交付決定（事務局側）

補助事業の実施
（交付決定後、12カ月以内に完了させることが必要）

2024/5/下旬（予） 補助事業の完了、実績報告

2024/6/下旬（予） 確定検査、交付額の確定（事務局側）

2024/7/下旬（予） 補助金の支払い（事務局側）

12カ月
以内



【第一部】

①事業再構築補助金の目的
②補助金額、補助率、申請要件などのルール
③プロだけが知っている「採択されやすい事業計画書の
ポイント」とは？

④申請してから入金されるまでの流れは？
⑤事業再構築補助金の入金時期は必ず押さえる！
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事業再構築補助金の入金時期
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補助金は「後払い」で入金される、しかも「課税」される

【その影響】

 補助事業に必要な設備投資資金の全額は、自社で用意しなけれ
ばならない。（通常は、自己資金と借入金の両方）

 事業再構築補助金の申請前に、取引銀行に「つなぎ融資」の打
診をまずしておく。



事業再構築補助金の入金時期
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日付 テーマ

2023/1/13（確） 公募申請（期限）

2023/3/下旬（予） 採択発表（事務局側）

2023/4/下旬（予） 交付申請

2023/5/下旬（予） 交付決定（事務局側）

補助事業の実施
（交付決定後、12カ月以内に完了させることが必要）

2024/5/下旬（予） 補助事業の完了、実績報告

2024/6/下旬（予） 確定検査、交付額の確定（事務局側）

2024/7/下旬（予） 補助金の支払い（事務局側）

【第８回公募の場合】

14カ月



必ずブックマークしておくべきサイト
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【事業再構築補助金サイト】
https://jigyou-saikouchiku.go.jp/



最新版チェック必須の資料3点
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